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　10月31日・11月7日に都内のホテルで、支援議員（両日計：14名）
との「政策研究会」を開催しました。当日は、生保関連税制の充実や郵
政民営化問題への対応をはじめ、産業政策課題に関する直近の動向お
よび生保労連の取組み・考え方や、男女共同参画推進労使フォーラム

の報告等、生保労連諸活動などについても説明・紹介しました。その後、
支援議員の先生方と諸課題の解決に向け、意見交換を行いました。いた
だいたご意見・アドバイスを今後の活動に活かしていきたいと考えて
います。
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「政策研究会」を開催

【生保産業全般】
● 多くの国民が社会保障に対する不安を持ち、今後、自助努力が一層必要になると考えられている中で、
生活保障手段の１つとして生保産業が果たす役割はますます大きくなるだろう。

【生保関連税制】
● 少子高齢化が進展する中で、生保産業は国民が生活を守るための支援という重要な役割を果たしてい
る。国としても国民の自助努力をしっかりと支えられるよう支援していきたい。

● 語る会での組合員のみなさんとの意見交換を通じ、生命保険料控除制度の充実に加え、死亡保険金の
相続税非課税限度額の引き上げに関する要望も多くいただき、その重要性を再認識できた。

【郵政民営化】
● かんぽ生命の一連の問題は、以前から懸念していた問題が改めて浮き彫りになったものと考えてい
る。今後、郵政民営化を進めていく中では、かんぽ生命のあり方等についても検討する必要があると
考えている。

【ワーク・ライフ・バランス】
● 現在、生保業界においては、営業職員の働き方改革にどのように取り組んでいるのか。

【男女共同参画】
● 生保産業は、他産業に先駆けて男女共同参画に取り組んできた。女性が働きやすい職場は、男性にとっ
ても働きやすいだろう。そうした職場環境づくりに向けた具体的な取組み事例を教えてほしい。

など

支援議員からいただいたアドバイス・意見・要望（抜粋）

　2019年分の所得税および復興特別所得税の確定申告期間は、2020年2月17日か
ら3月16日までです。
　2014年1月から、個人の白色申告の方で事業所得、不動産所得又は山林所得を生
ずべき業務を行う全ての方について、記帳と帳簿書類の保存が必要となっています。
※ 所得税および復興特別所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等の保存制度の
対象となります。

　いま一度、2019年分の申告に備えて確認するととも
に、引き続き記帳・帳簿等の保存にしっかりと取り組み
ましょう。
　なお、記帳・帳簿等の保存制度や記帳内容の詳細は、国税庁ホームページ（http://
www.nta.go.jp/）をご覧ください。
　詳細な内容やご質問等につきましては、管轄の税務署にお問い合わせください。

記帳・帳簿等の保存にしっかりと取り組みましょう！
確定申告の時期が近づいてきました

記帳・帳簿等の保存にしっかりと取り組みましょう！

　冒頭挨拶で、相原 連合事務局長は、「連合
結成30年を迎え、中央女性集会も1990年の
第1回から数えてちょうど30年目を迎えた。
2020～2021年度運動方針の重点分野に掲
げた「男女平等をはじめとして、一人ひとり
が尊重された『真の多様性』が根付く職場・
社会の実現」に向けて、一体となって取り組

みを進めたい」
と決意を述べま
した。
　続いて、井上 連合総合政策推進局総合局長より、男女
平等参画をめぐる情勢と課題および連合「第4次男女平
等参画推進計画」等に基づき基調提起が行われました。
　次に、大沢真知子 日本女子大学教授より「なぜ女性管
理職は少ないのか」と題する基調講演が行われました。
その中で、女性管理職をめぐる状況や男女問わず昇進意

欲を高めるためのポイント等につい
て、外国の事例なども交えながらア
ドバイスいただきました。
　その後、「私らしく、あなたらしく、
全員活躍！」をテーマに、相原 連合
事務局長、岡本 直美 連合顧問、西田 
一美 連合奈良会長、菊池 るみ 全自
交労連・東洋交通労働組合執行委員
長らによるパネルディスカッション
が行われました。それぞれの経験談
等を交えながら、男女平等だけでな
く誰もが活躍できる職場・社会の実
現に向けて取組み報告や意見交換が行われました。
　最後に「私たち一人ひとりが主体となり、『2019連合中央女性集会』で得た成果を
持ち帰り、希望あふれる未来に向かって挑戦していきましょう！」との集会アピール
が採択され、閉会しました。
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　10月18日によみうりホールで、「『連合第4次男女平等参画推進計画』の達成に向けて、残り1年ラストスパートをかけよう！」をテーマに「2019連合中
央女性集会」が開催されました。生保労連からは各組合役員と本部役職員あわせて17名が参加しました。




